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「同志社女子大学総合文化研究所紀要」投稿の手引き 

                  同志社女子大学研究紀要編集委員会 

                        (2020 年 11 月 06 日 改正) 

 
１. 投稿資格 

１） 本学教員（嘱託講師除く、以下同様）、協定大学交換教員が投稿できる。た

だし、協定大学交換教員が連名で投稿するときは、本学教員との連名に限り投

稿を認める。 

２） 共同研究の場合には共同研究者名を付すことができる。ただし、筆頭執筆 

者は本学教員がなり、必ず共同研究者の所属先・身分等を記さなくてはならな 

い。同志社女子大学研究紀要編集委員会（以下「委員会」という。）委員長が 

共同研究者に関して本学紀要の評価に重大な問題があると判断した場合には、 

委員会に諮り掲載の可否について審議することができる。 

３） 特集においては、本学教員が代表者として事前に委員会に特定の主題・構

成・執筆者・枚数等（以下「主題等」という。）を申し出て了承が得られた場

合、及び委員会が自ら主題等を決定した場合のいずれも本学以外の者が投稿す

ることができる。 

 

２. 募集する原稿 

１） 募集する原稿は以下のとおりとする。 

「特集」、「論文」、「総合論文」、「研究ノート」、「書評」 

①「特      集」：特定の主題に基づく複数の論文（全体を鳥瞰する論文、 

３報以上の個別分担論文）から構成される。なお、一つ 

の特集の頁数は仕上がり 40 頁以内であること。 

②「論      文」：オリジナルな研究知見や枠組み・視点を掲示すること 

によって既存研究に対し一定の貢献をすると認められ 

るもので、文献展望や概説なども含む。なお、本学の研 

究助成「研究プロジェクト」を受けた者による研究成果 

の公表として、各構成メンバーが筆頭執筆者となり投稿 

するもの（以下「研究プロジェクト論文」とする。）も 

含む。 

③「総 合 論 文」：総合文化研究所の研究助成「研究プロジェクト」を受  
けた者による研究成果の公表として、研究代表者が投稿  
する研究課題全体を総括したもの。  

④「研究ノート」：オリジナルな貢献よりも、研究枠組みの試論・批評や 

資料的価値をもつデータの分析を中心としたもの。 

⑤「書   評」：既刊単行本（和書・洋書）の内容に対する批評。 

 

２） 原稿の形式 

特に形式は指定しないが、Ａ４用紙で提出すること。 

※参考文献・脚注等については論文の最後に記載すること。 

※各頁に頁数を記載すること。 

３） 「特集」、「論文」、「総合論文」に投稿する場合には、タイトルのあとに英 

文アブストラクトをつけること。 
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４） 各原稿の頁数 

仕上がり頁数が以下のようになるように文字数を換算し、提出すること。

仕上がりＢ５版(２段組) １頁： 21 字×41 行×２段組＝1722 字（和文） 

特集 論文 総合論文 研究ノート 書評 

随意 12～18 頁程度 ２～４頁程度 ３～６頁程度 ３頁程度 

注１．「特集」における一論文は「論文」や「研究ノート」の頁数程度。 

２．図表や写真も頁数に含む。 

 

３. 書式 

１） 「見出し」の付け方は原稿全体で一貫性を保つようにし、文献の引用等も 

各学問分野の形式に一致させること。 

２） 独自に作成した図表・イラスト等を掲載する場合には電子データを提出す 

ること。 

３） 文字体の指定、図表等の指示がある場合は必ず付記しておくこと。 

４） カラー、アート紙を使用した場合は、総合文化研究所が経費の半額を補助 

する。ただし、補助額は、１件５万円を限度とする。 

５） 校正時の原稿の大幅な訂正は認めない。 

 

４. 原稿の提出 

１）  締切日：委員会が設定した締め切り日を厳守すること。 

２） 提出方法：  
【投  稿  時】紙媒体２部と「総合文化研究所紀要原稿添付書」を添えて提 

出すること。  
【最終原稿】電子媒体（本文、図表）と紙媒体１部（PDF 可）  

３） 提出先: 学術情報部学術研究支援課 

      （E-Mail:kenkyu-i@dwc.doshisha.ac.jp） 

５. 提出原稿の査読 

    提出原稿（総合論文を除く。）は、委員会で委託した本学教員によって査読

を受ける。投稿者は、その査読結果に基づき原稿に適宜修正を加える。査読結

果によっては、委員会の議を経て、掲載を見合わせることがある。掲載の決定

は、投稿者に速やかに連絡する。 

６. 校正 

掲載決定した論文等の原稿については、校正作業を各投稿者が行うこと。そ 

の際、校正の指定期日を設けるので、遅れないように注意すること（刊行の遅 

れとなるため）。大幅に遅れた場合には掲載できないことがある。 

 

<付記> 

１．本学の「研究助成」に基づく論文等である場合には、原稿の末尾にその旨を 

必ず付記すること。 

２．図表や写真を転載する場合には、原稿提出前に著作権者の許諾を得ること。 

３．掲載論文等は JAIRO Cloud（オープンアクセスリポジトリ推進協会と国立情報学

研究所が共同運営する共用の学術リポジトリサービス）に公開します。 


